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 資料２-２  

 

環境関連学会・展示会等における 

環境技術実証事業のＰＲの実施状況 
 

１．平成 25 年度の広報実施方針 

 ＥＴＶ事業の広報活動について、各実証機関からいただいた御意見を踏ま

えつつ、以下の４点を中心に検討し、ＰＲ効果が高いと見込まれるイベント

を選定する。 

① 関連する技術分野数 

② 来場者数 

③ 実証機関や実証申請者のコミットメント 

④ その他（前年度の実績等） 

 

２．平成 25 年度の実施結果 

本年度は、上記方針に沿って選定した展示会２件、学会５件に対して、広

報活動を実施した。結果は次のとおり。 

（１）エコプロダクツ 2013 や川崎国際環境技術展 2014 では、３小間確保して

実証機関や実証申請者と連携し、実証済技術の実物も併せて出展した結果、

エコプロダクツ 2013 については昨年度の４倍以上、川崎国際環境技術展

2014 については 280 名以上の方にご来場いただき、共同出展の成果が窺

われた。エコプロダクツ 2013 については消費者等も含めた広く一般の

方々、川崎国際環境技術展 2014 については国内外の環境ビジネス関係者

（開発者・ユーザー）の来場が多かった印象を受けた。 

来場者の中には、次年度以降実証申請を行いたい、実証済技術を導入し

たいとの表明をいただいた方も見られた。 

共同出展いただいた実証申請者からは、①実証申請者同士または実証済

技術の利用者を交えたビジネスマッチング会の開催 ②実証試験後のフ

ォローアップとして、実証対象分野に関して問題を抱えている自治体等に

試験的に導入してもらうようなモデル事業の実施、といった要望をいただ

いた。 

（２）学会については、昨年度と比較して関心があまり高くなかったように見

られる。また、来場者についても昨年度より少ない傾向にあった。 

 

３．平成 26 年度方針について（案） 

 ・ 展示会と学会の調整 

  → 展示会の方がよりＰＲ効果が高いと考えられるため、展示会の出展を

優先することとしたい。学会については特に有用と思料されるものにつ

いてのみ自発的に出展し、相手方から招待等された場合は検討する。 
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 ・  出展件数 

  → 展示会については今年度同様２件程度が適当と思われる。学会につい

ては、できる範囲で参加することとしたい。 

 ・ 形式（ポスター･パネル、ブース･小間、プレゼンテーション） 

  → 展示会についてはポスター･パネルのほか実証済技術を展示すること

で関心が高まるのではないか。また、プレゼンテーションについては展

示会等事務局から依頼があった場合には積極的に対応したい。 

    学会においてはポスター展示･パネル発表が主となるが、相手方次第

では担当者を配置せず、ポスター･パネルのみ設置も行う。 

 

 

 

（参考）平成 25 年度展示会・学会出展実施結果 

表１-１．展示会 

名称（主催） 活動概要等 

エコプロダク

ツ 2013 
（エコプロダク

ツ 主 催 者 事 務

局） 

（開催期間）2013 年 12 月 12 日（木）～14 日（土） 

（場所）東京ビックサイト 

（活動概要） 

 ・実証運営機関、実証機関、実証申請者との共同出展によ

りブースを設置。 

 ・事業リーフレット、広報資料、実証申請者各種パンフレ

ットの配布及び実証済技術のデモ機、デモビデオの設置。 

 ・環境省による事業概要のプレゼンテーション。 

川崎国際環境

技術展 2014 

（川崎国際環境

技術展実行委

員会） 

（開催期間）2014 年２月 14 日（金） 

※当初は 15 日（土）も開催予定であったが、大雪の影響で、

展示会の全プログラムが中止 

（場所）川崎市とどろきアリーナ 

（活動概要予定） 

エコプロダクツ 2013 と同様に、 

 ・実証運営機関、実証機関、実証申請者との共同出展によ

りブースを設置。 

 ・事業リーフレット、広報資料、実証申請者各種パンフレ

ットの配布及び実証済技術のデモ機、デモビデオの設置。 

 ・環境省による事業概要のプレゼンテーション。 
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 表１-２．学会 

名称（主催） 活動概要等 

第 22 回環境化

学討論会 
（日本環境化学

会） 

（開催期間）2013 年７月 31 日（水）～８月２日（金） 

（場所）東京農工大学府中キャンパス 

（活動概要） 

・実証運営機関によるポスターセッション、リーフレット配

布、事業及び各技術分野の概要説明 

環 境 科 学 会

2013 年会 
（環境科学会） 

（開催期間）2013 年９月３日（火）～９月４日（水） 

（場所）静岡県コンベンションアーツセンター「GRANSHiP（グ

ランシップ）」 

（活動概要） 

 ・ポスターの掲示及びリーフレットの配布（立会いなし）。 

第 21 回地球環

境シンポジウ

ム 
（土木学会地球

環境委員会） 

（開催期間）2013 年９月 17 日（火）～18 日（水） 

（場所）東北大学青葉山キャンパス 

（活動概要） 

・実証運営機関によるショートプレゼンテーション、パネル

展示及び事業リーフレットの配布。 

平成 25 年度空

気調和・衛生

工学会大会 
（空気調和・衛

生工学会） 

（開催期間）2013 年９月 25 日（水）～27 日（金） 

（場所）信州大学工学部 

（活動概要） 

・実証運営機関による事業概要の口頭発表 

第 16 回日本水

環境学会シン

ポジウム 

（開催期間）2013 年 11 月９日（土）～10 日（日） 

（場所）琉球大学農学部キャンパス等 

（活動概要） 

・環境省、実証機関及び実証申請者による実証事業のセッ

ションでの口頭発表 

 


